
2よしかわ議会だより

補
正
予
算
を
可
決　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
９
億
６
４
０
５
万
７
０
０
０
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

２
７
１
億
８
６
３
万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
平
成
29
度
か

ら
35
年
度
を
期
間
と
す
る
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
賃

貸
借
事
業
が
、
２
９
８
７
万
２
０
０
０
円
で
定
め
ら

れ
、
他
に
４
件
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
、
下
表
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
長
提
出
議
案 

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き

一
般
会
計
補
正
予
算

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

お
あ
し
す
改
修
事
業

５
９
４
万
円

　

新
庁
舎
と
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
お
あ
し
す
の
一
体
的
な
活

用
に
向
け
た
お
あ
し
す
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

観
光
振
興
事
業

２
３
３
万
８
０
０
０
円

　

市
の
シ
ン
ボ
ル
の
な
ま
ず
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
な
ま
ず
の
石

像
を
制
作
し
、
新
庁
舎
に
設
置

し
ま
す
。

公
共
交
通
機
関

整
備
改
善
推
進
事
業

　

５
１
５
万
４
０
０
０
円

　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
住
い

の
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
活
用
し

た
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
試
行
を
行
い
ま
す
。

●特別会計補正予算 （単位：千円）

会 計 別 補正額 歳入歳出予算総額

国民健康保険 284,991 8,725,070

農業集落排水 2,272 33,504

介護保険 66,583 3,459,589

後期高齢者医療 130,283 3,472,984

　

今
年
度
か
ら
地
方
交
付
税
に
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
が
導
入
さ
れ
、
吉

川
市
で
は
９
３
６
万
９
０
０
０
円
の

影
響
が
あ
っ
た
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　

地
方
交
付
税
は
、
ど
の
自
治
体
に

も
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
の
財

源
を
保
障
す
る
も
の
で
、
地
方
交
付

税
本
来
の
趣
旨
に
反
し
て
い
る
。

　

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
し
て

保
育
所
整
備
を
図
っ
て
き
た
が
、
す

べ
て
民
間
頼
み
で
す
。

　

市
は
行
政
改
革
と
し
て
第
２
保
育

所
の
民
間
委
託
を
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
中
止
し
て
市
の
責
任
を

果
た
す
べ
き
で
す
。

　

学
校
給
食
費
が
野
菜
等
食
材
の
高

騰
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
を
理
由
に

市
は
何
の
補
て
ん
策
も
取
ら
ず
、
保

護
者
に
す
べ
て
転
嫁
、
学
校
給
食
費

を
値
上
げ
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
貧
困
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
今
こ
そ
給
食
費
の

軽
減
策
を
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

市
制
施
行
20
周
年
事
業
記
念
に
つ

い
て
、
当
初
の
目
的
は
達
し
た
と
し

て
い
る
が
、
さ
ら
に
検
証
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

道
路
維
持
費
の
予
算
は
、
減
額
さ

れ
て
お
り
市
民
要
望
に
応
え
る
べ
き

で
す
。

　

国
・
県
の
政
策
や
動
向
を
鑑
み
、

人
事
交
流
を
も
っ
て
連
携
を
図
り
、

「
第
５
次
総
合
振
興
計
画
」
前
期
基

本
計
画
か
ら
後
期
基
本
計
画
へ
の
展

開
と
、「
吉
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」
を
踏
ま
え
編
成
さ

れ
た
28
年
度
予
算
。
う
ち
、
特
徴
的

で
あ
っ
た
①
「
郷
土
愛
醸
成
」
に
寄

与
す
べ
く
市
民
と
の
協
働
で
開
催
さ

れ
た
複
数
の
市
制
施
行
20
周
年
記
念

事
業
②
市
民
の
い
の
ち
と
財
産
を
守

る
べ
く
取
り
組
ま
れ
た
「
減
災
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
in
美
南
小
学
校
」
を
含
む

数
々
の
防
災
・
減
災
事
業
③
育
児
に

よ
る
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ

く
、
複
数
の
事
業
の
組
合
せ
で
支
援

に
よ
り
届
く
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
子

育
て
支
援
施
策
④
教
育
施
策
の
根
本

と
な
る
「
教
育
大
綱
」
制
定
。

　

こ
れ
ら
施
策
・
事
業
と
、
広
聴
の

機
会
を
数
多
く
捉
ら
え
、
市
民
の
声

を
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
組
み
入

れ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
反
映
さ

れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

　

20
年
先
を
見
据
え
た
施
策
展
開
が

な
さ
れ
た
１
年
で
あ
り
、
今
後
も
協

働
に
よ
る
市
政
運
営
が
な
さ
れ
る
こ

と
に
期
待
し
、
平
成
28
年
度
吉
川
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
の
賛
成
討
論
と
す
る
。

　　

平
成
28
年
度
の
日
本
経
済
は
好
循

環
が
生
ま
れ
始
め
ま
し
た
が
、
一
方
で

は
好
影
響
が
全
体
に
及
ば
ず
、
個
人

消
費
が
低
迷
。
ま
た
、
世
界
経
済
は

ト
ラ
ン
プ
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
就
任

等
、
自
国
優
先
保
護
主
義
の
潮
流
が

起
こ
り
、
北
朝
鮮
の
暴
挙
は
リ
ア
ル

さ
を
増
し
先
行
き
不
透
明
。
そ
の
様

な
国
内
外
の
情
勢
下
、
当
市
で
は
市

制
20
周
年
記
念
の
新
た
な
歴
史
が
刻

ま
れ
、
市
庁
舎
建
設
・
吉
川
美
南
駅

東
口
整
備
・
新
中
学
校
建
設
の
３
大

課
題
は
、
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

議
会
に
て
大
筋
の
方
向
性
が
決
定
さ

れ
た
事
を
先
ず
は
評
価
致
し
ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
吉
川

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
産
前
・
産
後
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
開
始
、認
可
保
育
・

小
規
模
保
育
施
設
で
の
受
け
入
れ
定

員
人
数
２
４
７
人
の
増
、
障
害
福
祉

施
策
の
拡
充
、
子
ど
も
の
学
習
支
援

事
業
の
拡
大
等
を
高
く
評
価
。
ま
た
、

防
災
対
策
事
業
で
は
、
災
害
時
情
報

伝
達
ツ
ー
ル
の
充
実
。
そ
の
他
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
増
収
や
乳
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
の
集
団
検
診
日
拡
充
等
も

高
く
評
価
。
今
後
も
市
民
と
共
に

様
々
な
課
題
解
決
へ
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
切
望
し
賛
成
と
致
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
中
原
市
政
に
と
っ

て
２
年
目
の
市
政
運
営
の
年
で
し
た
。

熊
本
の
大
震
災
を
受
け
て
防
災
拠
点

と
な
る
新
庁
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て
の

議
論
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
直
後
の
熊
本
を
視
察

さ
れ
、
市
と
し
て
実
際
に
ど
の
よ
う
な

事
が
出
来
る
の
か
を
率
直
に
話
し
合
っ

て
行
わ
れ
た
美
南
小
学
校
を
会
場
と

し
て
総
合
防
災
訓
練
「
減
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
本
番
さ
な
が
ら
に
細
か
な

シ
ナ
リ
オ
な
く
自
助
・
共
助
を
中
心
と

し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
岐
に

渡
っ
て
の
事
業
を
一
つ
一
つ
こ
な
さ
れ
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
行
す
る
中
原
市

政
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
た
１
年
と
な
っ

た
と
評
価
し
ま
す
。

　

た
だ
、
ス
ピ
ー
ド
感
ば
か
り
で
は
な

く
、
案
件
に
よ
っ
て
は
市
民
の
声
を

し
っ
か
り
聞
き
、
議
論
す
る
場
を
作
り
、

市
民
力
を
上
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
20
周
年
事

業
は
効
果
や
課
題
等
を
し
っ
か
り
と
総

括
し
、
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
よ
り

良
い
も
の
と
し
て
継
続
し
て
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
。
実
効
性
あ
る
取
り

組
み
を
オ
ー
ル
吉
川
で
さ
ら
に
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
の
討
論
と

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
に
対
し
、
４
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
討
論
者
が
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

討 

論

賛 成
公
明
党

吉
川
市
議
団

五
十
嵐
惠
千
子

賛 成
市
民
の
会
・
無
所
属

濱
田　

美
弥

賛 成
未
来
会
議
よ
し
か
わ

林　

美
希

反 対
日
本
共
産
党

吉
川
市
議
員
団

佐
藤　

清
治


